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本日のテーマ

１．原子炉建屋のリスク低減

２．汚染水対策

３．労働環境の改善

４．廃棄物管理

５．地域との共生
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１号機
D :冷却水の注入

DD

3

２号機 ３号機 ４号機

各プラントの現状（２月１８日１１時現在)  

1号機 2号機 3号機 4号機

温度 A 16℃ 19℃ 20℃ 監視データなし

温度 B 16℃ 20℃ 21℃ 監視データなし

温度 C 23℃ 24℃ 23℃ 監視データなし

冷却水の注入 2.9m3/h 3.0m3/h 2.9m3/h －

プールからの
燃料取り出し中

A A
B B B

A
C C C C

燃料取り出し完了

燃料
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使用済燃料プール

D

燃料集合体

A
B
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共用プール

構内輸送

クレーン燃料取扱機

燃料

構内用輸送容器

FHMガーダ

使用済燃料プール

原子炉建屋

燃料ラック
に保管

使用済燃料プールからの燃料取出しとは？

4

燃料を輸送用容器に装填した後、構内の共用プールに移送、燃料
ラックに保管
燃料を輸送用容器に装填した後、構内の共用プールに移送、燃料
ラックに保管
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瓦礫撤去・除染等
燃料取り出し設備

の設置 燃料取り出し

１、２号機 ４号機

保管・移送

１号機 ２号機 ３号機

2011年６月

Feb. 2019

2027～2028年度
取出し開始予定

2024～2026年度
取出し開始予定

2019年4月15日
取り出し開始

燃料取り出しに向けた各号機の状況

３号機

2011年９月 2011年９月

2019年12月 2019年2月 2019年8月

前室



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved 6

1、2号機の取り出し工法について

クレーン

周辺地域の皆さまのご帰還と復興の取り組みが進む中、放射性物質を含むダストの
飛散対策を徹底、安心・安全を確保
周辺地域の皆さまのご帰還と復興の取り組みが進む中、放射性物質を含むダストの
飛散対策を徹底、安心・安全を確保

＜1号機＞

原子炉建屋

前室

構台

基礎

燃料取扱設備

＜2号機＞

カバー
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燃料デブリの位置推定

7

Jan. 2018

Unit 2 ２号機１号機

構台

Feb. 2019

PCV

RPV 炉心

３号機

ロボット調査 事故進展解析 ミュオン調査

2017年3月

2017年2月
2018年1月 2019年2月

2017年7月

資料提供：IRID
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CRD交換機
プラットホーム

調査装置のアプローチ可能範囲

No. 2

No. 6

No. 3

No. 4

No. 1

No. 5

8

：動かせなかった箇所

：動かせた箇所

2号機底部に存在する堆積物への接触調査（2019年２月）

調査装置の先端部

フィンガ
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燃料デブリ取り出し初号機は２号機と決定

PCV内部調査が進んでいること、原子炉建屋1階の環境整備が進んでいること、使用済燃
料取り出しと並行して作業可能な見込みがあること等から、初号機は2号機が妥当と評価

2021年に着手予定

PCV内部調査が進んでいること、原子炉建屋1階の環境整備が進んでいること、使用済燃
料取り出しと並行して作業可能な見込みがあること等から、初号機は2号機が妥当と評価

2021年に着手予定

1号機 2号機 3号機

作業現場の

線量

高い

（約600mSv/h）

低い

（約5mSv/h）

やや高い

（約10mSv/h）

放射性物質

閉じ込め機能
気密性がやや高い

気密性が高い

（水素爆発せず

建屋が健全）

気密性が低い

デブリの状況 情報無 情報有 情報有

アクセスルート 情報無 情報有 情報有

高線量の

配管撤去が必要

作業現場の整備が

進んでいる

格納容器内の

水位低下が必要

使用済燃料準備作業と

干渉するため調整が必要
干渉はない見込み 燃料取り出し終了見込み

迅速性

安全性

確実性

デブリ取出し時期の使用済

燃料取出作業状況

（障害の有無）
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2号機燃料デブリ取り出しの進め方イメージ

試験的取り出しに着手し、その結果を踏まえて方法を検証・確認した上で、段階的に取り出し規
模を拡大していく、「ステップ・バイ・ステップ」の一連の作業として進めていく
試験的取り出しに着手し、その結果を踏まえて方法を検証・確認した上で、段階的に取り出し規
模を拡大していく、「ステップ・バイ・ステップ」の一連の作業として進めていく

段階的に取り出し規模を拡大

試験的取り出し／内部調査

堆積物
接触調査

格納容器
内部調査

燃料デブリ取り出し

取り出
し量

シ
ナ
リ
オ

取り出し方法の検証・確認結果

PCV内構造物の状況確認
PCV底部堆積物確認

堆積物の把持・吸引などが
可能な見込み

少 多

＜これまで（内部調査）＞ ＜2021年以降＞

試験的取り出し 段階的に取り出し規模を拡大

グリッパツール案 掘削回収ツール案金ブラシ案 真空容器案

アクセス装置 デブリ回収装置 アクセス装置 デブリ回収装置
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ｲﾝｽﾄｰﾙ装置

ｼｰﾙﾎﾞｯｸｽ

隔離弁
ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

X-2ペネ

パンチルト
カメラ

照明

スラスタ

調査ユニット（超音波距離計等）

約1m

約0.3m

資料提供：IRID

1号機PCV内部調査

主にペデスタル外における堆積物の分布等を把握する予定

X-2ペネを穿孔して構築したアクセスルートから調査を実施

主にペデスタル外における堆積物の分布等を把握する予定

X-2ペネを穿孔して構築したアクセスルートから調査を実施

ｹｰﾌﾞﾙﾄﾞﾗﾑ

PCV内

調査箇所のイメージ

X-2ペネ

潜水機能付ボート型アクセス・調査装置 イメージ

PCV

ペデスタル
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汚染水対策～3つの基本方針～

13

①汚染源を取り除く ③汚染水を
漏らさない

3つの基本方針3つの基本方針

③タンクの増設
(溶接型タンクへのリプレース)

③海側遮水壁

③地下水ドレン

③水ガラスによる地盤改良

①多核種除去設備（ALPS）

②敷地舗装（フェーシング）

②地下水バイパス

②建屋近傍の井戸（サブドレン）

②陸側遮水壁（凍土壁）

①トレンチ汚染水除去

②汚染源に水を
近づけない
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港湾への地下水流入防止

海側遮水壁（２０１５年１０月完成）

建設当初はフランジ型タンク
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Bq/l
５・６号機放水口北側（港湾外）

海側遮水壁閉合作業完了
(2015/10/26)

Bq/l

Bq/l

Bq/l

海側遮水壁

物揚場前（港湾内）

１～４号機取水口内南側(港湾内遮水壁前)

南放水口付近(港湾外)

©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 無断複製・転載禁止東京電力ホールディングス株式会社

港湾外の放射線濃度は国が定めた告示濃度を大きく下回るレベルに港湾外の放射線濃度は国が定めた告示濃度を大きく下回るレベルに

海側遮水壁閉合作業完了
(2015/10/26)

海水中の放射能濃度測定値

15

《参考》告示濃度（周辺監視区域外の水中の濃度限度）
・セシウム137： 90Bq/L
・セシウム134： 60Bq/L



地下水・
雨水の流入

タービン建屋

地下水

冷却水の再循環

汚染水

冷却水

©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved. 16

汚染水処理
装置

(ALPSその他）

トリチウム以外のほとん
どの放射性物質を除去済

汚染水の発生・浄化・保管

原子炉建屋
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凍土壁内側

アイス・ウォール（凍土壁）

凍土壁

海側遮水壁

凍土壁外側
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mm/日

18

150t
(2020年目標)

ఋ
਷
୤

ｍ3/日
汚染水発生量の低減

2018年度
170m3/日

2014年度
470m3/日
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2020年12月までに約137万ｍ3溶接型タンク容量を確保予定
試算では2022年夏頃に処理水の量は137万m3に達する見込み
2020年12月までに約137万ｍ3溶接型タンク容量を確保予定
試算では2022年夏頃に処理水の量は137万m3に達する見込み

約134万 m3

約 150±20 m3/日の増加

タ
ン

ク
容

量
・

保
有

水
量

（
m

3
）

（万） 2022年夏頃

ALPS等処理水の貯蔵
約

1
3

7
万

m
3

約2.5万m3
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敷地内線量低減の取り組み（１）

＜取組前＞
＜0.005

表層土の除去、
天地返し等

高線量瓦礫類の撤去

高濃度汚染水の処理
（ALPS等）

平均５μSv/h
以下

＜取組後＞

＜0.005

＜0.005

土・砂が溜まり易い
路側帯の清掃や超高
圧水切削等

樹木伐採

除草

放射性物質に汚染された草木や地面、高線量がれき、高濃度汚染水の影響を
低減するための対策を実施
放射性物質に汚染された草木や地面、高線量がれき、高濃度汚染水の影響を
低減するための対策を実施
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敷地内

敷地内線量低減の取り組み（2）

フェーシング（１月末現在、サイトの９４％) 

護岸付近



©Tokyo Electric Power Company Holdings, Inc. All Rights Reserved 23

2018年5月2013年3月

一般作業服
(作業中の負担が小)

防護服
(作業中の負担が大)

G Zoneの拡大
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１人当たりの被ばく線量

月間被ばく線量の推移

平均 0.32mSv
(2019年11月)

2011年３月
21.59mSv/m

2019年11月
0.32mSv/m

mSv

月
間

の
被

ば
く

線
量
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作業員の方々の福利厚生

大型休憩所 (2015年5月~)

救急用ヘリポート(2017年5月~)

協力企業と合同での安全決起大会
(2020年1月)

新事務本館
(2016年10月~)
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当面10年程度
の予測

約77万m3

固体廃棄物貯蔵庫
（保管容量約19万m3）

現在の姿 10年後の姿
現在の保管量約46万m3

（2019年3月時点）

瓦礫類（金属・コンクリート等）

瓦礫類（可燃物）・伐採木・使用済保護衣

減容処理

保管・管理

汚染土

水処理二次廃棄物の保管状況

増設雑固体廃棄物焼却設備
焼却炉前処理設備

減容処理設備

増設固体廃棄物貯蔵庫

大型廃棄物保管庫

既設固体廃棄物貯蔵庫
第1～8棟（既設）

第9棟（2018年2月1日運用開始）

汚染土専用貯蔵庫

約30万m3

約17万m3

リサイクルを検討

瓦礫等の保管状況

焼却処理

約3万m3

約6万m3

約18万m3

約8万m3 約8万m3

0.005～1mSv毎時

1mSv毎時超

0.005mSv毎時未満

約4万m3 約4万m3

6

5

4

3

2
雑固体廃棄物焼却設備

1

汚染度専用貯蔵庫で保管

処理方策等は今後検討

約26万m3

凡例 ：新増設する設備・施設

使用済吸着塔一時保管施設

使用済吸着塔一時保管施設

屋外集積

固体廃棄物貯蔵庫 覆土式保管設備

仮設保管設備 シート養生容器保管

屋外集積 伐採木一時保管槽 容器保管

コンクリート破砕機 例 金属切断機 例

破砕装置 例 焼却設備 例

（2025年度運用開始予定）

（2020年度
運用開始
予定）

（2022年度運用開始予定）

（2022年度以降竣工予定）

（2020年度竣工目標）

（2020年度竣工予定）

約7000基
（Ｂ）へ

（Ａ）

（Ａ）へ

（Ａ）へ

（Ａ）へ

（Ｂ）

約4万m3

廃棄物の確実な保管

27

毎年更新される「保管管理計画」に基づき、焼却・減容処理を実施し容量
を減らした上で、固体廃棄物貯蔵庫にて適切に保管管理
毎年更新される「保管管理計画」に基づき、焼却・減容処理を実施し容量
を減らした上で、固体廃棄物貯蔵庫にて適切に保管管理
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施設の将来像

2019年4月現在

５・６号機 北西側

汚染土専用

貯蔵庫
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福島第一視察者用ガイドブック
視察者数：2019年度上期約9,600人(年度目標20,000人)

1階 廃炉現場の姿

展示施設：東京電力廃炉資料館
来場者数52,487人（2019年12月19日現在)

双方向コミュニケーションの一層の充実

地域の皆さまとの対話を重ね、地元の想いや、風評対策にも最大限の配慮をさせていただきな
がら、廃炉の取組にご理解、ご信頼をいただけるよう努めていく
福島第一原子力発電所のご視察や、地域でのイベント等の機会をとらえて、地域、社会の関心
や疑問に直接お応えする場をより一層充実させていく

地域の皆さまとの対話を重ね、地元の想いや、風評対策にも最大限の配慮をさせていただきな
がら、廃炉の取組にご理解、ご信頼をいただけるよう努めていく
福島第一原子力発電所のご視察や、地域でのイベント等の機会をとらえて、地域、社会の関心
や疑問に直接お応えする場をより一層充実させていく

ウェブサイトでの情報公開
「福島第一原子力発電所は、今」

～あの日から、明日へ～ QRコードはこちら

MP4 YouTube
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地域との共生

地元企業による廃炉作業への参画
「１／２号機排気筒解体」（2019.8.1～）

福島イノベーション・コースト構想推進機
構主催
「廃炉関連業務トライアルマッチング会」
（2019.12.2）

廃炉を安全かつ着実に進めるとともに、廃炉事業を通じて地域の復興に努めて
いく
地元企業の皆さまを対象に、廃炉事業の見通しに関する説明会や、資機材の商
談会を開催するなど、オープンな環境の整備に努めていく

廃炉を安全かつ着実に進めるとともに、廃炉事業を通じて地域の復興に努めて
いく
地元企業の皆さまを対象に、廃炉事業の見通しに関する説明会や、資機材の商
談会を開催するなど、オープンな環境の整備に努めていく

31
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廃炉は次のステップへ

火事場のような状況の中、目の前のリスク、
課題に対応することに傾注

将来を見据えながら、計画的に
廃炉作業を進められる状況に

長い廃炉作業を安全・着実かつ遅滞なく

プロジェクト体制の確立

汚染水対策
敷地内線量の低減



T H E  F U K U S H I M A  F O R U M  I V  • M A R C H  1 5 - 1 8 ,  2 0 1 6  • T O K Y O ,  J A P A N
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ご清聴いただきありがとうございました
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(参考）敷地全体マップ（2019年10月）

双葉町 大熊町

太平洋


